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1. 諸言
交尾前行動とは，動物が交尾に至る前に，雄が雌
に対して行う事前行動のことで，交尾を成功させる
ための重要な段階とされている（Bravo et al., 2014）．
交尾前行動にはさまざまな種類があるが，コウチュ
ウ目ではカブトムシやカミキリムシなどで，雌を
なだめる行動が知られている (Iguchi, 1996; Hanks et 
al., 1996)．ツチハンミョウ科Meloidaeは，触角や体
サイズ，大腮，脚部などに性的二型を持つ種類が多
く，海外産種で雄の特殊化した触角や前脚等を用い
た交尾前行動やクリーニング行動の観察例があるこ
とから，雌雄の性差が交尾行動で利用され，種間で
異なる交尾前行動があることが明らかとなっている
（Pinto et al., 1970; Turco et al., 2003; Lückmann, 2005）．
ツチハンミョウ属 Meloeは，旧北区から 16亜属

108種 14亜種が知られており，日本には Meloe亜属
5種と Eurymeloe亜属 2種の，併せて 2亜属 7種が
分布している．触角や体サイズなどに性的二型が現
れ，特に触角は種類間での形状の変化が大きい．雌

触角は日本産 2亜属とも 11節からなる鞭状である
が，雄触角の形状は 2亜属間で以下のように異なっ
ている．
Meloe亜属：雄触角の第V–VII節が他節より大きい

ため，中央部に肥大部を形成する．肥大部の
大きさには大小の違いがある．

Eurymeloe亜属：雄触角は肥大部がなく鞭状．
以上のことから日本産本属の 7種は，雄の触角
の形状により以下の 3グループに区別できる．
肥大部大グループ：ヒメツチハンミョウMeloe 

(Meloe) coarctatus Motschulsky, 1872 (図1A–B)， 
キュウシュウツチハンミョウMeloe (Meloe) 
auriculatus Marseul, 1877，メノコツチハンミョ
ウMeloe (Meloe) menoko Kôno, 1936

肥大部小グループ：オオツチハンミョウMeloe 
(Meloe) proscarabaeus sapporensis Kôno, 1936 
(図1C–D)，ムラサキオオツチハンミョウMeloe 
(Meloe) semenowi Jakovlew, 1897

肥大部無グループ：マルクビツチハンミョウ

図1．各種の触角の比較（スケールバーは1.0 mm）．A，ヒメツチハンミョウの雄；B，同種の雌；C，オオツチハンミョウの
雄；D，同種の雌；E，マルクビツチハンミョウの雄；F，同種の雌．
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Meloe (Eurymeloe) corvinus Marseul, 1877 (図1E–
F)，ミヤマツチハンミョウMeloe (Eurymeloe) 
brevicollis Panzer, 1793
このことから，3種類の触角形状に対応する交尾

前行動が存在していることが推測される．しかし
日本産種の交尾前行動は，断片的な観察（Kifune et 
al., 1973; 前田 , 2000; 下山，2013）があるものの，
グループ間の詳細な観察による比較検討は行われ
ていない．
以上の背景から，触角形状の異なるグループに
属する 3種について，詳細な交尾前行動を記録し，
触角の肥大部の大きさと交尾前行動の関係を考察
した．

2. 材料と方法
2-1. 材料
観察には，肥大部大グループとしてヒメツチハ
ンミョウ（愛媛県松山市，久万高原町，伊予市お
よび石鎚山で 4月～ 6月に採集した約 95個体），
肥大部小グループとしてオオツチハンミョウ（久
万高原町で 4月中旬に採集した 35個体），肥大部
無グループとしてマルクビツチハンミョウ（久万
高原町および伊予市で 4月中旬に採集した 20個体）
を供試した．以下，種名の “ツチハンミョウ ”は
省略する．

2-2. 方法
野外で採集した個体は，観察前に交尾すること
を防ぐため，種類および雌雄を分けて管理した．
管理と観察は，日照時間や気温の調節はせず，室
温状態で行った．交尾行動の観察は，湿らせた
ティッシュペーパーを敷いたプラスチックケース
を用い，同種の雌雄を 1頭ずつケースへ入れ，そ
の行動をデジタルカメラのビデオモードで撮影し
た．観察時期はオオとマルクビが 4月～ 5月，ヒ
メは 4月～ 6月であった．
本観察で得られた動画は，動物行動の映像デー
タベース岡野（2014 a, b, c）に登録した．

3. 結果
3-1. 交尾行動の過程
すべての種で，ケース内で互いの体が接触する
と交尾前行動を開始する様子が観察された．交尾
行動は以下のような構成であった（図 2）．

(1) 互いの体同士が触れ合い，オスがメスの背に
とりつく（マウント）まで．

(2) 触角や口器等を用いた交尾前行動を開始し，

交尾器挿入行動に移るまで．
(3) 交尾器挿入行動を開始する．メスが嫌がり挿
入失敗した時は，再び(2)へ戻り，やり直す．

(4) 交尾器が挿入され，交尾が成功する．
(0) 交尾行動を開始せず，分離する．

3-2. 3種の交尾前行動
交尾器挿入行動を開始するまでの (1)~(2)が交尾
前行動である．ここでは (1)~(3)の行動の詳細を記
録した．3種類で明確に異なっており，各段階に要
する時間なども種によって差が出た．以下は種ご
とに詳細な交尾前行動の各段階を記録する．

ヒメツチハンミョウMeloe  (Meloe)  coarctatus 
Motschulsky, 1872

グループ A（肥大部大，図 1A）．観察例は 18回．
動画は岡野（2014a）に示す．

(1) 互いの体が触れ合うと，雄が雌にマウントし
交尾前行動を始める（図 3A）．

(2) 雄は雌に背負われるように背面に位置する．
雄は雌の頭部から前胸背板にかけて口器で舐めな
がら，触角を上から見て肥大部分を「く」の字に
曲げ，触角の肥大部分で雌の触角を包み込み上下
に擦る．以上の行動により，雌は歩き回ることを
やめ，頭部と触角を地面に垂直になる状態で静止
させる．雄はしばらくこの行動を続けるが，交尾
器の挿入行動を始める直前には触角を上下に擦る
だけでなく，擦りながら雌の触角を内側へ押す動
きをする．平均的なこの行動時間は 4分 11秒であっ
た（図 3B–G）．

(3) 雄が雌に交尾器を曲げて挿入行動を開始する
際，雄は (2)の行動を中止する．雌は，雄の (2)の
行動が中止されると動き出して，交尾に至らない
ことが多い．その際は雌が動き出すと，雄は再び (2)
の行動を繰り返す．この行動に至らなかったのは，
18例中 11例であった．

図2．交尾行動の行程．
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オオツチハンミョウMeloe (Meloe) proscarabaeus 
sapporensis Kôno, 1936
グループＢ（肥大部小，図 1C）．観察例は 61回．

動画は岡野（2014c）に示す．
(1) 互いの体同士が触れ合うと，雄が雌にマウン
トし交尾前行動を始める（図 4A）．

(2) 雄は雌に背負われるように背面に位置する．
雄は雌の頭部から前胸背板にかけて口器で舐める．
交尾器の挿入に移行する直前に自らの触角を雌の
触角の下からあてがうようにし，すくい上げるよ
うに下から上へ肥大部を用いて数回擦る．平均的
なこの行動時間は 1分 21秒であった（図 4B–D）．

(3) 雌がおとなしくなると，雄は交尾器の挿入を
試みる．その際，雄は (2)の行動を中止する．雌は
雄の (2)の行動が中止されると交尾に至らず動き出
すことが多い．雌が動き出すと，雄は再び (2)の行
動を繰り返す．この行動に至らなかったのは，61
例中 16例であった．

マルクビツチハンミョウMeloe (Eurymeloe) corvinus 
Marseul, 1877

グループ C（肥大部無，図 1E）．観察例は 13回．
動画は岡野（2014b）に示す．

(1) 互いの体同士が触れ合うと，雄は雌にマウン
トし交尾前行動を始める（図 5A）．

(2) 雄は雌の背面に前脚と中脚でしがみつき，雌
の前胸背板～上翅および露出した腹部背面を口器
で舐め，触角で左右交互にメスの体に触れる（タッ
ピング）．同時に後脚でメスの腹部を激しく擦る．
平均的なこの行動時間は 3分 51秒であった（図
5B–D）．

(3) 交尾前行動中，雄は交尾器を常に露出してお
り，頃合をみて交尾を試みる．本種は (2)と (3)の
境界が曖昧で区別が困難であった．

4. 考察
交尾前行動の観察より，(1)接触，(2)交尾前行動

図3．ヒメツチハンミョウの交尾前行動．A，(1)接触；B–G，(2)交尾前行動（雄は触角をくの字に曲げ雌の触角を擦る）．



47さやばね ニューシリーズ　No.  19

SAYABANE N. S. No. 19 September 2015

図4．オオツチハンミョウの交尾前行動．A，(1)接触；B–D，(2)交尾前行動（雄は雌の頭部から胸部を舐め，交尾器挿
入試みの前に触角をくの字に曲げ雌の触角を数回擦る）．

図5．マルクビツチハンミョウの交尾前行動．A，(1)接触；B–D，(2)交尾前行動（雄は雌の前胸背板～上翅および露出
した腹部背面を舐め触角でタッピングし，後脚で腹部を激しく擦る）． 
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開始，(3)交尾器挿入試み，(4)交尾器挿入成功とい
う 4段階から構成されていることがわかったが，今
回の観察では，どの種においても (4)は観察するこ
とは出来なかった．本属は，交尾が成功すると雌
雄が腹部を向け合い，直線状になって非常に長時間
（6時間以上）連結することが知られている（Kifune 

et al., 1973）．今回は，雄交尾器が雌腹端に非常に短
時間挿入されることは確認されたが，長時間の挿入
状態は観察されず交尾は成功していないと判断され
た．観察には野外採集個体を用いたことから既交尾
雌を用いていたり飼育条件下が交尾に不適な状態で
あったりする可能性が考えられる．
触角の利用方法は，2亜属間で明確に異なってい
た．雄触角に肥大部を有するオオとヒメでは，こ
れを利用して雌の触角を擦る行動をとる．擦る時
間は，肥大の大きいヒメのほうが，肥大の小さい
オオよりも長かった．すなわち，触角の肥大度の
大きい種のほうが，触角を用いた行動に時間をか
けることが観察された．
ヒメとオオは両種とも (2)から (3)へ移行する際
は，触角を擦る行動をやめた．これは通常雌のほ
うが体サイズが大きい傾向があり，(2)を継続しな
がら (3)を行うことは物理的に不可能なためである
と推測された．
雄触角に肥大の無いマルクビは，触角で雌の触
角を擦る行動は見られず，タッピングだけを行っ
た．交尾前行動の際，雄の触角で雌の体を叩く
例はカブトムシなどでも観察されている（Iguchi, 
1996）．また，後脚を用いた行動は，マルクビでの
み観察されたが，この後脚で腹部を擦る行動はカ
ミキリムシなどでも知られている．
今回は，種が異なる組み合わせでの実験は行っ
ていないが，触角の構造が異なる 3種の雄は，そ
れぞれ特有の交尾前行動を示した．このことから，
雌が雄の行動の違いを認識して異種間交尾を回避
し，同種の雄を受け入れていると考えられる．
四国には，今回観察した 3種以外に，もう 1種キュ

ウシュウツチハンミョウ（以下キュウシュウ）が
分布している（森本 , 2007）．四国に分布している
種のうち，オオとマルクビは春にのみ活動し，キュ
ウシュウが晩秋，ヒメが春と晩秋に活動する（黒
澤 , 1985; 森本 , 2007）．今回の実験では十分な生体
が得られず，キュウシュウの交尾前行動を観察す
ることは出来なかったが，キュウシュウはヒメと
同じグループ A（肥大：大）に属し，ヒメと晩秋
の活動時期が重なっているだけでなく大きさや外
見も酷似しており，季節的隔離は出来ない．この
ため，ヒメとキュウシュウとでは異なる交尾前行

動を行っている可能性があり，今後の調査が望ま
れる．また，今回は調査しなかった異種間の組み
合わせや，雄が雌を識別する方法についても調査
が必要である．
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【短報】男女群島からのオオクロクシコメツキの初
記録
オオクロクシコメツキ Melanotus (Sphenisco-

somus) cribricollis (Faldermann，1835)は中国北部か
ら記載され，中国東部や朝鮮半島，済州島，日本
から記録されている（Löbl & Smetana，2007）．日
本国内では本州，四国，九州，粟島，佐渡島，淡
路島，対馬，沖縄島から記録されており (Kishii, 
1999)，男女群島からの記録は確認できなかった．
筆者らは，男女群島の男島からの個体を得ている
ため，ここに報告する．

1♀，長崎県五島市男女群島男島，14. VI. 2002（材
採集），10. V. 2014（羽化脱出），足立採集，有本保管 .
本個体は 2002年に男島より持ち帰った枯れ木か
ら 12年後に羽化脱出したものであり，本個体が
どの枯れ木から羽化脱出したのかは確実ではない
が，管理状況からクワノハエノキ Celtis boninensis
の可能性が最も高いと予想される．クワノハエノ
キからは他にダンジョルリタマムシ Chrysochroa 
fulgidissima adachii
や フ タ オ ビ ミ
ドリトラカミキ
リ Chlorophorus 
muscosusが採集時
から 5 ～ 10 年ほ
どかけて羽化脱出
を続けており，そ
れらの幼虫を餌と
して本種も 10年
近くをかけて成長
してきたと思われ
る．コメツキムシ
科の一部の種に
は，幼虫期間が非
常に長くなる例が
知られているが
（ 大 平，2001b），
いずれも本例のよ
うに人為的な管理

下での事例であり，野外においても同様の期間を
要するのかは不明である．男女群島からは本種を
含め 8種のコメツキムシ科種が知られることにな
る（松尾，2004）．
日本産の本種に対しては，上記学名の他に

Spheniscosomus cribricollis (Faldermann, 1835)，
Melanotus (Spheniscosomus) cribricollis restrictus 
Candèze, 1865，M. (S.) cribricollis subsp.などの学名
が用いられており（Kishii，1999; 大平，2001a; 鈴木，
2003），亜属や亜種の扱いなど，大陸を含めた各地
の標本の調査に基づいた今後の研究が待たれる．
末筆ながら，長崎県における本種の分布について
ご助言をいただいた松尾照男氏（長崎県佐世保市）
に厚くお礼申し上げる｡ 本調査は，福江市教育委員
会や長崎県教育委員会，長崎営林署，文化庁（委保
第 47484号）の許可を得て行われたものである .
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図 1. オオクロクシコメツキ，雌，
全形. スケール: 3.0 mm.


